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部位 LE]答数 症状 E]三.,, 該当する




目尻が下がっている 2人 A.良口 4人 口角が下がっている 3人 Aこ1人.ら:2人
唇の色 1人 B頬 4人 こけている 2
A筋肉のたるみ 2人
A_C餐 1人 伸
び具合 1人 C顔色 2
人 顔色が悪い 1人 A血色の良し悪



















値 ×100 - (1)Table2.取得した生理情報
部位 丘状 注且点 平均値 最小値 最大値眼 員の聞き具合
孟且部分の高さ 82ヽ 70ヽ 88ヽ目尻が下がっ
ている 且尻とEl東関の直線の妬き 40Il 31ヽ 47Ii口 口
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2.5 冒 2人.ロ 1人平均値 11人 5 日 9 3 題:3人層色
:l一人最大値 14人 7 日14人｣コ:9
人腰:1人.顔色:l入鹿:1人疲れている判断し
た具体的な要E)●通常時の画像目が疲れている,目蓋が
下がり気味●通常時の値で加工した画像顔色が赤い,頬の状態,目 遠くを見ている ●最大値で加工した画
像目が細い,顔色が悪い,目蓋が下がっている,等
アンケー ト結果として,平均値及び最大値で加工
した画像については,Tablelのオントロジー
を構築する際に取得したア
ンケー トとほぼ同様の結果が得られたこの結果から,
付加した生理情報は疲れよって変化した各部位の状態
を表していると考えられる.6 考察本研究
で構築した顔の疲労印象オントロジーは,人間が持っている主観的な知識に画像処理によって得ら
れた客観的なデー
タを組み込んだものである.まず人間が持っている知
識を利用する点において,眼に関する回答が他の部位
の回答を大きく上回り (Table1),この傾向
はオントロジーの検証のために実施したアンケー トにおいても同様であった (Table3).実際に,
眼周辺の変化は生理情幸削こも表れており,人間は眼周
辺の変化に敏感であることが分かる.一方,人間
の能力で
は感じ取れない疲労を,画像処理によって認識するこ
とができる可能性もある.よって,表情解析等の先行
研究で用いられている指標を,オントロジーに導入する
必要もあるだろう.また,オントロジーの設計におい
て,例えば目に疲れが出やすい人などのように,人間
のタイプ別に記述する必要があ
